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講師　佐藤寛介さん
（東京国立博物館）

受講者の声

　郷土博物館で現物を見ましたが、
細かい説明を聞いて、あらためて
見学に行きたくなりました。
　津山にこんなに素晴らしい文化
財があることを知って、嬉しくな
りました。

　今年度最後の美作学講座では、甲冑と
刀剣についてご講演をいただきました。
　甲冑の伝来やその甲冑が持つ意味など、
津山藩主松平家にまつわる甲冑について
学びました。
　日本の甲冑の3つの特質、機能性･装飾
性･象徴性についてもわかりやすく解説し
ていただきました。


